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北
村
兼
子
氏
関
係
資
料
の
寄
託
に
つ
い
て年

史
編
纂
室

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
九
月
、
年
史
編
纂
室
で
は
、
北

村
兼
子
氏
の
関
係
者
の
方
か
ら
、
北
村
兼
子
氏
関
係
資
料
二
八
五

点
の
寄
託
を
受
け
た
。

　

北
村
兼
子
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
一
月
二
十
六

日
大
阪
に
生
ま
れ
た
（
写
真
1
）。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、

関
西
大
学
で
初
め
て
開
講
さ
れ
た
男
女
共
学
の
夏
期
語
学
講
習
会

に
参
加
。
同
年
十
月
、
関
西
大
学
法
文
学
部
法
律
学
科
に
入
学
し

た
。
当
時
は
ま
だ
正
式
に
女
子
学
生
の
入
学
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
聴
講
生
と
し
て
の
入
学
で
は
あ
っ
た
が
、
本
学
で
最
初

の
女
子
学
生
と
な
っ
た
（
写
真
2
）。

　

大
学
在
学
中
の
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
大
阪
朝
日
新
聞

社
の
試
用
社
員
と
な
り
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）、
法
律
学
科

写真 1　北村兼子（大阪朝日新聞記者時代）
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全
科
目
の
聴
講
修
了
後
、
正
社
員
と
な
る
。
そ
の
後
、
文
筆
活
動

に
専
念
す
る
た
め
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
大
阪
朝
日
新
聞

社
を
退
社
し
た
。

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
ホ
ノ
ル
ル
で
開
催
さ
れ
た
汎
太
平
洋

婦
人
会
議
に
日
本
の
政
治
部
委
員
と
し
て
参
加
、
翌
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
に
は
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
万
国
婦
人
参
政
権
大
会

に
日
本
代
表
と
し
て
出
席
。
ド
イ
ツ
語
で
「
日
本
に
お
け
る
婦
人

運
動
と
婦
人
公
民
権
法
案
の
否
決
」
と
い
う
演
説
を
行
っ
た
。

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、
立
川
（
東
京
都
立
川
市
）
に
あ
っ
た

日
本
飛
行
学
校
に
入
学
し
、
飛
行
機
の
操
縦
術
を
学
ぶ
。
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
七
月
二
十
六
日
、
訪
欧
飛
行
を
目
前
に
し
な
が

ら
、
腹
膜
炎
に
て
逝
去
。
享
年
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

寄
託
資
料
の
概
要

　

今
回
寄
託
を
受
け
た
資
料
は
、
北
村
兼
子
の
学
問
や
記
者
活
動

に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。
大
き
く
次
の
五
つ
に
分
類
で
き
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
記
し
て
お
く
。

　
　

著
作
・
雑
誌

写真 2　関西大学での受講風景
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証
書

　
　

講
義
ノ
ー
ト

　
　

写
真
・
ア
ル
バ
ム
・
絵
葉
書

　
　

絵
画
・
物
品

著
作
・
雑
誌

　

北
村
兼
子
の
著
作
と
、
北
村
兼
子
執
筆
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た

雑
誌
で
あ
る
。
著
作
と
し
て
は
『
ひ
げ
』『
竿
頭
の
蛇
』『
婦
人
記

者
廃
業
記
』『
女
浪
人
行
進
曲
』『
恋
の
潜
航
』『
情
熱
的
論
理
』『
私

の
政
治
観
』『
表
皮
は
動
く
』『
新
台
湾
行
進
曲
』『
地
球
一
蹴
』『
子

は
宝
な
り
や
』
が
あ
る
。
記
事
掲
載
雑
誌
は
『
愛
国
新
婦
人
』『
映

画
時
代
』『
改
造
』『
婦
人
春
秋
』『
法
律
春
秋
』
な
ど
全
部
で
五
十

四
種
類
一
三
六
点
あ
る
。

証
書

　

学
業
関
係
の
証
書
や
、
高
等
文
官
試
験
関
係
資
料
、
飛
行
協
会

会
員
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
あ
る
。
学
業
関
係
で
は
大
阪
市
中

之
島
尋
常
小
学
校
、
梅
田
高
等
女
学
校
の
修
了
証
書
や
卒
業
証

書
、
関
西
大
学
夏
期
語
学
講
習
会
修
了
証
書
、
関
西
大
学
法
文
学

部
法
律
学
科
聴
講
修
了
証
（
写
真
3
）
な
ど
が
あ
る
。

写真 3　北村兼子の聴講修了証
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講
義
ノ
ー
ト

　

関
西
大
学
を
は
じ
め
、
大
阪
外
国
語
学
校
や
中
之
島
尋
常
小
学

校
の
講
義
ノ
ー
ト
が
含
ま
れ
る
。

写
真
・
ア
ル
バ
ム
・
絵
葉
書

　

汎
太
平
洋
婦
人
会
議
、
万
国
婦
人
参
政
権
大
会
ほ
か
、
様
々
な

集
合
写
真
や
北
村
の
演
説
風
景
、
北
村
兼
子
自
身
の
葬
儀
写
真
な

ど
が
あ
る
。

絵
画
・
物
品

　

北
村
の
著
書
装
丁
の
原
画
で
あ
る
藤
田
嗣
治
の
絵
画
、
張
学
良

銘
の
葉
巻
、
渡
欧
時
の
サ
イ
ン
帳
、
短
歌
短
冊
な
ど
が
あ
る
。

　

北
村
兼
子
は
、
本
学
最
初
の
女
子
学
生
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
た
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
寄
託
い
た

だ
い
た
資
料
は
、
調
査
研
究
や
年
史
資
料
展
示
室
で
の
展
示
で
活

用
し
、
北
村
兼
子
の
存
在
を
さ
ら
に
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
た
い
。

 

（
年
史
編
纂
室
）


